
二

　

　

　

､

も

∴

ち

葡
秦
第
　
十
摘
草

(

三
朝
町
老
人
層
毒
薬
簡
資
金
及
び
時
事
者
住
宅
専
備
資
金
貸
付
け
に
蛸
す
る

条
例
の
鞄
愛
に
つ
S
で

次
の
i
J
か
わ
三
朝
町
老
<
居
宅
葬
儀
資
金
及
び
嘩
害
者
住
宅
零
傭
資
金
貸
付
け
に
関
す
る
条
例
を
設
定

す
る
こ
.
と
に
つ
い
て
､
地
方
自
治
境
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
窮
六
十
七
号
)
第
九
十
六
条
境
1
項
6
規
定

に
よ
カ
､
本
領
会
の
議
決
を
求
め
る
.

昭
和
五
十
四
年
三
月
十
日

三
･
朝
　
町
　
長

松

　

　

　

村

成

/

無
蓋
P
B
t
茸
廿
苫
康
幸
可
決

三
朝
町
議
会
報
長
牧
田
嶺



三
朝
町
衆
倒
幕

ふ
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早
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.
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.

 

J
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:

.

三
朝
町
老
人
層
電
導
傭
資
金
及
び
曝
書
者
住
宅
輿
備
資
金
貸
付
け
に

関
す
る
条
例

(
日
　
的
)

第
f
条
　
こ
の
条
例
は
､
老
人
居
垂
及
び
騰
害
者
僅
宅
の
華
僑
を
す
る
た
め
惟
必
賃
を
経
常
を
貸
付
け
る

こ
と
に
よ
･
s
h
高
令
者
と
家
韓
と
の
闇
の
好
ま
し
S
家
硬
関
係
の
維
持
に
寄
与
し
､
ま
た
嘩
害
者
の
福
祉

の
増
連
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
｡

(
老
人
及
び
嘩
害
者
の
定
義
)

第
二
条
　
こ
の
条
例
に
お
S
て
老
人
と
は
､
六
十
歳
以
上
の
者
と
す
る
.

r
l
　
こ
の
条
例
に
卦
S
て
嘩
害
者
と
は
､
次
の
各
号
に
掲
げ
る
者
と
す
る
｡

T
　
身
体
席
害
者
手
頃
の
所
持
者
で
､
そ
の
障
害
の
毛
皮
が
T
額
及
び
二
歳
.
の
者
(
身
体
嘩
育
児
を
含

む
｡
)

二
　
療
育
手
嶋
の
総
合
判
定
｢
A
｣
に
韓
当
す
る
精
神
薄
弱
者
(
精
神
薄
弱
児
を
含
む
.
)

●

三
　
そ
の
他
前
各
号
に
準
ず
る
竜
虎
の
嘩
害
者
(
児
)
　
で
あ
っ
て
町
長
が
特
に
認
め
た
者



:ヱ

i
--- ･一一

(
貸
付
対
象
者
)

第
三
条
.
老
人
居
毒
薬
備
資
金
及
び
礎
害
者
住
宅
秦
備
資
金
の
貸
付
け
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
者
は
'

次
の
各
号
に
掲
げ
る
葛
件
に
頭
当
す
る
も
の
と
す
る
7

I

7
　
三
朝
町
に
居
住
す
る
者
′

二
　
老
人
居
室
牽
備
資
金
に
つ
い
て
は
､
親
族
た
る
老
人
と
同
居
す
る
葛
｡
庫
害
者
住
宅
軽
傭
資
金
に

つ
S
て
姓
､
嘩
害
者
又
は
親
族
た
る
塵
等
者
と
同
居
す
る
者

三
　
居
宅
等
の
層
傭
を
長
に
必
賓
と
し
､
自
力
に
ょ
る
麿
傍
を
行
-
こ
と
が
咽
塵
夜
着

四
　
元
利
金
の
償
竜
が
確
実
で
あ
少
l
'
か
っ
へ
元
利
亀
の
演
壇
が
確
実
凌
保
証
人
か
あ
る
者

(
貸
付
け
の
対
象
と
を
る
工
事
)

第
四
億
　
貸
付
け
の
対
象
と
在
る
エ
尊
は
､
貸
付
け
を
受
け
′
る
こ
.
J
J
が
で
ざ
る
者
が
所
有
し
､
か
つ
､
居

住
す
る
住
宅
で
(
本
人
の
直
系
尊
族
又
は
配
偶
者
が
所
有
し
､
本
人
の
居
住
す
る
住
宅
を
含
む
.
)
　
老

人
居
妻
妾
傭
資
金
に
あ
つ
て
は
､
老
人
専
用
居
室
の
増
魂
v
i
た
は
改
薬
､
緯
害
.
*
住
宅
華
僑
資
金
に
あ

っ
て
は
ヽ
塵
害
者
の
専
用
居
室
等
の
増
改
轟
ま
た
拙
改
造
　
(
碓
持
補
修
的
夜
も
の
は
徐
-
o
　
)
　
と
す
る
｡

(
貸
付
金
の
娘
度
)

寮
五
条
　
こ
の
簡
付
対
象
者
が
貸
付
け
　
を
蚤
け
る
こ
と
が
で
き
る
金
額
は
､
老
人
屑
篭
聾
備
資
金
に
あ

I
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･
つ
て
壮
f
･
戸
当
-
八
十
五
万
円
以
内
､

以
内
と
す
る
｡

･

　

　

　

J

噂
害
毒
宅
萄
濁
轟
金
に
あ
っ
昔
は
二
戸
当
夕
空
一
十
八
万
再

r

'

t

　

　

　

　

.
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-
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∴
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､
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.

妄

付

け

金

の

利

虜

や

噂

選

期

間

巌

び

噌

薦

寿

法

)

.

　

　

　

≠

　

　

　

　

　

な

∴

ヰ

u

.

･

.

≠

.

～

空
ハ
,
集
　
老
人
居
宅
噂
庸
資
金
及
び
健
常
者
食
草
牽
儲
牽
金
芸
付
悪
制
廃
犠
芸
最
深
セ
ン
-

以

内

と

す

る

｡

.

　

　

　

　

　

　

　

　

､

～

　

･

　

∴

叩

r

r
Y
　
老
人
官
軍
準
備
常
重
複
び
塘
軍
曹
偉
宅
啓
倦
資
金
の
償
獲
射
場
は
､
十
年
政
村
と
す
る
O
t

j

γ

,

.

.
n
.
老
人
萱
草
備
資
慧
び
嘩
帯
竃
r
宅
獲
備
針
金
の
雷
方
芸
∵
㈲
鮮
撃
て
元
利
均
等
年
賦
曙

_

､

_

.

.
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1

　

.

　

　

　

.
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･

､

ー

I

･

獲
と
し
町
長
の
雷
雲
に
隈
か
､
夷
周
是
は
半
芸
と
す
㌢
遠
苦
る
｡
差
し
､
老
還

付

ー●

竜
準
備
資
金
及
び
噂
等
者
住
宅
穫
備
資
金
の
貸
付
け
奇
骨
け
た
者
(
以
下
で
借
受
人
｣
と
S
う
｡
)
.
紘

I.

S

つ

で

も

繰

上

償

驚

す

る

こ

と

が

潔

等

る

･

　

√

　

,

　

　

　

　

.

"

(

借

入

れ

の

t

申

ノ

込

み

)

-

　

す

～

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

T

J

～,

第
七
桑
　
老
人
居
室
軽
備
資
金
及
び
礎
等
者
住
宅
態
傍
､
瞥
食
め
償
付
け
を
愛
好
と
漁
と
す
る
孝
(
　
以
下

｢
借
入
申
込
者
｣
と
h
う
｡
)
は
､
規
則
で
定
め
右
と
こ
ろ
に
ょ
少
借
入
申
込
書
を
町
費
托
碍
出
し
を

tt

け

れ

ば

な

ら

を

い

｡

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

A

■

(
層
付
決
定
)

も
ぞ
旋
′
.

)
,
E
l



ヽ■

I

Jl

葱　y

珊lt　､､ γ

絡
八
粂
　
町
長
は
､

軒
.
.

う

.

汁

ー

l

ノ

老
人
居
室
薬
傭
隼
金
及
び
療
青
竜
昏
督
塵
備
資
金
ぬ
借
入
れ
の
申
込
書
拓
つ
S
て
申

込
内
容
を
審
香
の
う
え
貸
付
け
る
示
ど
う
か
審
決
窄
す
る
も
の
と
す
息
0
㌦
･

r
l
　
町
長
札
､
老
人
居
達
筆
浦
賀
金
及
び
鱒
等
着
港
宅
牽
傭
簡
金
卑
官
付
蝉
か
こ
せ
又
は
僚
働
け
軒
S
こ

げ

　

　

　

　

　

　

　

　

.

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

.

.

∴

l

と
を
決
定
し
た
と
き
は
'
す
み
や
嘉
に
そ
の
旨
呑
規
則
で
定
め
る
､
も
こ
轟
に
よ
れ
､
借
入
申
込
東
に
通

If;

知
す
る
も
の
と
す
る
｡

(
契
約
の
締
韓
)

′

■

＼

帯
九
条
J
前
条
の
規
康
に
よ
1
J
n
r
壷
付
決
革
む
通
頑
､
菅
沼
吋
た
借
入
由
込
者
誓
規
知
で
定
め
る
実
約
1

粥
一

青
に
よ
せ
三
朝
町
姦
約
を
補
給
し
を
け
れ
ば
を
ら
夜
S
｡
　
　
f
 
T
.

f
T
i
　
町
長
は
､
貸
付
決
定
の
通
知
を
う
け
た
借
入
申
込
者
が
貸
付
け
の
決
塵
が
あ
っ
た
日
か
ら
奄
賓
し
て
二

)

箇
月
以
内
把
前
項
の
契
約
を
締
帯
し
を
S
と
き
は
∴
僚
付
決
定
を
取
消
す
も
9
と
す
る
｡
　
1

a

j
　
借
受
人
捻
､
老
人
層
垂
亜
傭
工
事
及
び
嘩
害
者
住
宅
塵
傭
王
者
の
内
容
ま
た
は
工
事
蛍
の
韓
轟
基
準

ヽ

/

が
変
更
さ
れ
､
老
人
居
壷
澄
備
工
事
及
び
嘩
嘗
者
住
宅
常
備
工
事
に
鴬
し
産
升
は
賓
す
る
塵
用
の
好
が
♂

賃
金
の
酢
よ
急
く
…
誓
誓
既
望
弘
富
諒
た
貸
付
金
芸
と
当
雷
用
と
の
差
額
準

竜
骨
や
返
薦
し
､
産
別
で
庭
め
る
と
こ
ろ
忙
ま
わ
貸
有
賀
簡
潤
筆
兇
手
絡
き
穂
転
ら
怠
け
れ
略
を
ら
な

i
.
;

:

･

　

二

.

.

.

 

･

･

.

,

.

;

/
･
.
.
.

､

　

ト

:

.

,

A

.

J

l

 

∫

 

～

.

･

.

I

.

i

ヽ

　

.

求
.

1 ･L･l



.

)

I

 

I

M
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E

タ
.
借
受
人
は
､
前
項
の
場
合
の
憎
か
老
人
帯
電
華
僑
工
事
及
び
堵
害
者
住
宅
纏
傭
工
宙
の
内
容
又
は
工

事
考
の
賃
窟
準
準
が
賓
零
さ
れ
た
と
き
は
､
規
則
で
帝
め
る
と
こ
ろ
に
上
り
貸
付
等
約
の
変
電
手
棉
き

せ
と
ら
タ
を
け
れ
ば
売
ら
な
い
｡

(
貸
付
金
.
の
支
払
時
期
)

帝
十
条
　
貸
付
金
の
支
払
S
は
､
借
受
人
が
老
人
層
竜
準
備
工
事
及
び
領
等
者
住
宅
革
備
工
事
の
契
約
を

綿
韓
し
た
後
に
お
い
て
､
町
長
が
当
韓
契
約
者
の
内
容
の
苛
脊
又
は
必
噂
に
応
じ
て
行
う
現
地
弼
査
等

に
ょ
′
少
､
当
竣
工
串
の
履
行
が
確
実
で
あ
る
と
甥
め
た
と
き
に
行
う
も
の
と
す
る
.

(
エ
尊
完
了
春
蚕
)

■等
十
妄
　
借
受
人
は
｢
.
老
人
周
章
準
備
工
事
及
び
時
事
者
僅
宅
藤
嘩
工
尊
が
完
了
し
た
と
.
垂
は
､
す
み

や
か
に
規
則
や
崇
め
る
工
事
完
了
届
を
町
長
に
碍
出
し
て
工
事
の
完
了
軍
査
を
う
け
凌
げ
れ
ば
夜
ら
を

S
.(

財
壕
の
処
分
制
唄
)

第
十
±
条
　
借
受
人
は
､
貸
付
金
把
よ
り
取
得
し
又
は
効
用
の
増
加
し
た
財
産
を
町
長
が
定
め
る
期
日
ま

で
は
町
長
の
貴
簡
を
う
け
夜
S
で
貸
付
金
の
目
的
に
反
し
て
使
用
し
､
轟
渡
し
､
賛
換
し
､
貸
与
⊥
又

は
趣
保
に
供
七
て
は
を
ら
患
い
.



ら

-i

(
期
唄
前
借
嶺
)

第
十
三
条
J
,
町
長
は
､
借
受
人
が
次
の
各
号
の
7
に
韓
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
､
究
め
ら
れ
た
償
轟
期

限
前
に
そ
の
借
受
人
に
対
し
､
,
貸
付
金
の
全
部
又
は
f
部
の
傭
選
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
O

T
　
貸
付
金
を
貸
付
け
ー
の
日
的
以
軒
の
呂
的
庭
使
用
し
た
と
き
｡

二
　
貸
付
金
の
儒
渡
を
怠
っ
た
せ
き
O

三
　
虚
偽
の
申
請
そ
の
他
不
正
を
手
段
に
よ
勿
貸
付
け
や
う
け
尤
と
き
.

四
　
貸
付
金
に
よ
力
戦
祷
し
又
は
効
用
の
増
加
し
た
･
財
産
を
町
長
の
凍
領
を
う
け
て
処
分
し
た
こ
T
U
に

ょ
り
収
入
が
あ
っ
)
た
と
き
.

五
　
そ
の
他
正
当
を
守
由
が
夜
-
貸
付
条
件
に
滝
反
し
た
と
き
｡

.
(
償
頚
及
び
償
嶺
の
猶
予
)

償
十
四
条
　
借
受
人
空
貸
付
け
決
雇
の
通
知
書
に
定
め
.
ら
わ
た
慣
塵
期
唄
ま
で
に
所
定
の
元
金
及
び
利

子
を
三
朝
町
に
催
遺
し
夜
け
れ
ば
を
ら
夜
S
o

r
l
　
町
長
吐
､
次
の
各
号
の
這
縁
当
す
る
場
合
に
お
い
て
や
む
考
得
を
ト
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
､
老

人
居
宅
車
備
資
金
及
び
鱒
害
者
住
宅
嶺
傭
資
金
の
全
部
又
壮
7
部
の
遍
盛
を
規
則
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
.
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災
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の
他
特
別
の
事
情
膿
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借
華
人
が
軽
め
掠
れ
た
撮
義
朝
鴫
ま
で
に
備
付
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